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従来使用されていたオゾン発生体と比べ、耐久性が高く

かつ環境に左右されない安定したオゾン発生を可能にした新技術です。

腑魏オゾンつてど■な物魔rJの?

嚇鼈オ澱 撃華鋪ゆ騒購諄f臨畿機です  鰤蝙■ぜォゾンは脱臭:除菌力があるの?
オゾン1よ酸素原子(0)が 0つ集まった物質で、
森林や海辺、高山などの空気中に微量離 llる気

体です。森林や滝の近くで「癒される」と感じるの

は、空気中のオゾンが関係しています。低濃度のオ

ゾンは天然の浄化装置の役割を果たしています。

同蒻羹錦餞|1囃軸鏡華絆大蠣躍じ癬寧

の結果、脱臭・除菌・分解・漂白の効果をあらわします。

●オツン説真の場合

●オゾン除饉の場合
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勒鰈オゾンつて安全なの?

飩鰊はい、安食です

予
オゾン13反応後、元の酸素に戻るため、

薬剤のような残留性がありません。■

鯰笏|オプ|“薬|l⑫溌を分解します 鰤靡
芳管剤との違いけ?

囃漑鶉番剤!よ臭い1毎嘗だけ真鵞7路樫鵬 奪
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どに簗みうぃた奥ぃの元も分解できます。 興薫慧舅:卿 t註‐「|す:?で

揚核ランニングコストはどのくぅぃ?
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オゾンは空気中の酸素を療料にするため潜期などは

不要です。ランニングコスト(電気代)●6時間使用して

約0.5円と安価です。そのうえ、フィルターなどの交換

なども必要ありません。

日本・米国・中国にて特許取得済みです。

日本:特許番号/No.3015268
米国:特許番号/No 5698164
中国:特許番号/No 95103311.5

(鶴簿馨, 雛翻靱耐久性 |
電種がセラミックとガラスにより封止さ

れており、温湿度・付着物による影響を受け

にくいため電極の劣化がありません。

憲興元の「硫|ヒ水素」「メテルメルカプタン」に効く

、穏雨饂1甕蹴|■‐■111
湿気によるオゾン発生量の低下を最小限に

rllぇ 、常に安定した発生が可能です。

1轡母±1鮮筆11●■11
「間欠運転」機能により、オゾン濃度が高く

なる心配もありません。そのため室内のどこ

でも使用いただけます。
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■メチルメルカプタン脱奥試験
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‐ オツン脱簗妨難 ■黄色ブドウ球薗の除薗試験
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封止用ガラス
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